
【取組内容①】４年国語 冬の言葉を使ってかるたをつくろう

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【実践の目的】
俳句を作成するにあたり、アプリケーションを活用した。「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通して、成文までの思考手順
を身に付けさせることをねらいとした。

【実践内容】
・Googleジャムボードを共有し、共同作業で言葉の収集・分類を行う。
・グループ活動を通して思考してきた手順を生かし、学習支援ソフトを使って自分の思い
を表せる言葉を広げていく。
・ICTだけでなく言葉集めのツールとして書籍を用意しておく。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・Googleジャムボードは、加除筆や編集、他のグ
ループの意見の参照、グループ内の対話が簡単にで
きるという点から、言葉を集めたり分類したりするのに
最適と感じた。
・ICTだけでなく言葉集めのツールとして書籍を用意し
ておくことで、個に応じた学びができた。
・学習支援ソフトでウェビングをさせたことで、次時の
活動でスムーズに自分の思いを反映した句を作ること
ができた。

【使用したアプリ】
Googleジャムボード
学習支援ソフト



【取組内容①】６年算数「円の面積」

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

【実践の目的】
円を含む複合図形の面積の求め方について、全員が自分の考えをもち交流できるように、タブレット上で図形同士を重ねたり、
組み合わせたりして試行錯誤しやすい教材を作成・使用した。

【実践内容】
・図形同士を重ねたり、組み合わせたりして新たな図形ができないか考える。
・考え方を共有しながら、自分の考え方と比べたり修正したりする。

【使用したアプリ】
Google ジャムボード

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・苦手な子も手が止まることがなく、何度もトライ＆エラーを繰り返し
ながら自分の考えをもつことができた。
・図形を透明にすることで、重ねてできる図形のイメージがつきやす
いようにした。



【取組内容②】県民の日集会 「栃木県の農業」について

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【実践の目的】
栃木県の米や野菜について知ることで、農業を理解し地域の食材に関心を持つ

【実践内容】
・矢板市の女性農業士4名によるＩＣＴ活用したオンラン指導
・全校生を対象に「田んぼのはたらき」の紙芝居や野菜クイズを行う。

【使用したアプリ】
Google Meet

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・全校生を対象に栃木県の農業につ
いて理解を深めることができた。
・紙芝居を活用したことで、低学年も興
味関心を持って聞くことができた。



【取組内容②】動画を活用した竜巻避難訓練

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【実践の目的】
竜巻の実際の映像を見ることで被害を知り、どのようにして身を守ればよいのかを考える

【実践内容】
・ＮＨＫ竜巻に遭遇！命を守ったポイントは？-ナビ動画-明日をまもるナビをMeetを使って
各クラスに動画を流す。
・気象庁 竜巻についてのスライドを活用し竜巻に遭遇したときにどうやって避難するのかを
考えさせる。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・全校生が集まることなく一斉に
竜巻の映像を見ることができた。
・動画で実際の映像を見ることで
竜巻の怖さを知ることができた。

【使用したアプリ】
Google Meet



【取組内容③】デジタル連絡帳～1人1台端末の家庭への持ち帰りを活用～

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

【実践の目的】
児童が毎日写していた連絡帳をgoogleクラスルームで作成・確認させることで、児童が連絡帳を写す時間や教師が確認
をする時間を、補助学習や個別の支援の時間に充てる。

【使用したアプリ】
Googleクラスルーム

【実践内容】
・Googleクラスルームに連絡帳の内容を入力する。
・児童は学校で記載内容を確認する。
・1人1台端末を家庭へ持ち帰った際、保護者に内容を確認してもらう。
・児童の下校後、追加の連絡や変更等があった際には、編集をしたりコメント機能を活用し
たりする。
・個別への連絡は、個別宛の投稿をする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・児童が連絡帳を書く時間や、教師がチェックする時間を大幅に短縮することができた。
・連絡帳の写し間違えを防ぐことができた。

★ICT活用の仕方で工夫が必要であった点
・家庭へのお手紙等、内容によっては連絡帳も併用する必要がある。
・児童の発達段階等（低学年や支援学級等）によっては、視写の練習も必要である。



【取組内容③】家庭学習の計画作成

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

【実践の目的】 家庭学習の計画を立てることで、学習の目的を明確にして取り組めるようにする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・来週の学習内容の予習やテスト対策をする
児童が増えた。
・児童同士が共有することによって、
家庭学習の内容の質が全体的に高まった。
★ICT活用の仕方で工夫が必要であった点
・タイピング能力が不可欠のため、下学年での導
入は難しい。

【実践内容】
・毎週金曜日の朝の時間に実施する。
・１週間の家庭学習を取り組んでのふり返りを記入する。
・次週の学習する内容の計画を立てる。
・計画はクラス全員で共有する。

【使用したアプリ】
Googleスプレッドシート



【取組内容③】タブレット端末を活用した家庭学習

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

【実践の目的】 紙のノートとデジタルのそれぞれの良さを生かし、家庭学習に有効活用する。

【実践内容】
・授業中に行った学習を発展させ、類似の事柄について調べて家庭学習ノートにまとめたり、練習に取り組んだりする。
・カメラ機能を用いて、写真を活用した日記や紹介文を作成する。
・AIドリルの問題をノートに解いたり、ポイントをノートにまとめたりする。
・音読の録画



【取組内容④】学校生活振り返りアンケート

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

【実践の目的】
・Google フォームを用いて、児童の生活状況を把握し、
学校評価の集計に役立てる。

【実践内容】
・児童はGoogle フォームを用いて学校生活に関するアン
ケートを行う。
・生活状況を把握して、その後の指導に役立てる。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・数値により可視化することができた。
・集計の負担軽減につながった。

【使用したアプリ】
Google フォーム



【取組内容⑤】学校HPによる取組の紹介

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-9

【実践の目的】
児童の学校での活動の様子やICTを活用している姿やその内容を、家庭や地域の方に知ってもらう。

【実践内容】
・授業様子や内容の紹介
・学校行事の紹介
・研究授業の様子の紹介
・校内のICT関連の取り組みの紹介

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・HPに学校便りや献立等も掲載しているの
で、HPを見る保護者や地域の方が増えた。
・月に一回発行の学校便りでは伝えきれな
い情報（行事や授業の様子等）を、タイ
ムリーに発信することができた。



【取組内容⑤】公開授業（12/8）

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-10

【実践内容】
・研究発表、授業公開を実施。オンラインも含めて大勢の先生方が参加されました。
・授業研究会もオンラインで公開した。質問や意見はチャット機能を使って受け付けた。
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